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●‘羽’につつまれてくらすエビ 

―ウミシダカクレエビなど― 
新年明けましておめでとうございます。 

今年最初のアムスルだよりは、やっぱ

り干支
え と

にちなんだ話にしようと探してみ

たのですが、名前に「ひつじ」のつく海

の生き物はなかなか見つかりませんでし

た。ようやく見つけたのがウミシダです。

漢字で書くと「海羊歯」。ウミシダその

ものについては、もう以前に紹介してい

るので（No. 34）、今回は、そのウミシ

ダといっしょにくらしている動物たちの

話をしましょう。 

No. 34 では、慶良間には 25 種類くらい

のウミシダがいると書いたのですが、そ

の後くわしく調べてみて、正確には 19 種

類だということがわかりました。そして、

それらのウミシダには、ときどきエビや

カニ、コシオリエビ（ヤドカリの仲間で

す）などが住みついています。以前、研

究所に来たエビの研究者が調べたところ、

10 種類のエビがウミシダから見つかって

います（ただし、まだきちんと名前のわ

かっていないものもいます）。これらは、

ヤシの葉っぱのようなウミシダの腕の間

にすみ、ときには腕のつけ根付近にもぐ

り込んでいます。ウミシダの中に住んで

いれば、他の動物たちに食べられる危険

が少なくなるのでしょう。ウミシダは、

実に様々な色をしていますが、そこに住

むこのエビたちの多くも、それと同じよ

うな色をしています。もちろん、そうす

ることによって、敵から見つかりにくく

なり、身を守るのに役に立っているのは

間違いないと思いますが、同じ種類のエ

ビでも、住んでいるウミシダの色によっ

て体の色が違うのです。自分の色にあっ

たウミシダでくらすようになるのか、そ

れともくらしているウミシダに合わせて

体の色を変えるのか、不思議でなりませ

ん。 

エビたちがウミシダの中でくらす利点

は、ほかにもあります。ウミシダの腕に

は、ちょうど鳥の羽毛のように小さな枝

（“羽枝”と呼ばれます）がはえていて、

ウミシダは、腕とこの羽枝をいっぱいに

のばして、海中を流れているプランクト

ンなどを効率よく捕らえてエサにしてい

ます。エビなどのウミシダに住む動物た

 



ちは、これを横取りして食べているので

す。ウミシダは、自分がエサをたくさん

とれる場所や安全な場所に移動してくら

していますから、そこに住む動物たちは、

うらやましいことに、なにもしなくても

エサがあって安全な場所でくらせること

になります。 

では、ウミシダは、エサをとられて損

ばかりしているのでしょうか。ウミシダ

が得しているところがないか、いろいろ

調べてみたのですが、はっきりとはわか

りませんでした。けれど、エビたちが腕

の間を動き回ったり、エサを食べたりす

ることによって、ウミシダの体にくっつ

くよごれ
．．．

やゴミ、病気を起こすようなバ

イ菌などを掃除
そ う じ

してくれているのではな

いかと想像しています。 

阿嘉島の海でウミシダに住んでいるエ

ビたちには、ウミシダカクレエビなどの

カクレエビの仲間とコマチテッポウエビ

などのテッポウエビの仲間の 2 つのグル

ープがあります（ちなみに、‘コマチ’

というのはウミシダのことです）。カク

レエビの仲間には、ウミシダだけでなく、

イソギンチャクとくらすものやウニとく

らすもの、ヒトデとくらすものなどいろ

いろな種類がいますから、またいずれア

ムスルだよりでご紹介することにしまし

ょう。 

 

●阿嘉島の海より 

－謹賀新年－ 

 新年明けましておめでとうございます。

みなさん、昨年はどんな一年でしたでし

ょうか？島ではこれまでお世話になった

クィーンざまみに代って「クィーンざま

みⅢ」が就航し、阿嘉の港にはターミナ

ルもできました。そして海ではオニヒト

デの大発生に悩まされた年でした。島の

ダイバーを中心にオニヒトデの駆除にあ

たってきましたが、なかなか状況はよく

なりません。今年もまだまだオニヒトデ

との戦いは続きそうです。 
 ザトウクジラもやってきて、慶良間で

はこれからホエールウォッチングの季節

です。今年もたくさんのクジラが見られ

るでしょうか？ 
 これから寒い日が多くなり、海水温も

さらに下がってきます。体調に気をつけ

て頑張りましょう。2003年がみなさんに

とってよい年でありますように・・・。 
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